
島 牧 村 新 規 就 業 者 等 支 援 条 例  

（ 目  的 ）  

第 １ 条  こ の 条 例 は 、 本 村 に お い て 新 た に 産 業 を 営 み 、 又 は

新 た に 産 業 に 就 業 し よ う と す る 担 い 手 を 誘 致 育 成 し 、 必 要

な 支 援 を 行 う こ と に よ り 、 島 牧 村 の 産 業 の 振 興 と 安 定 的 な

発 展 を 図 り 、 産 業 の 活 性 化 に 資 す る こ と を 目 的 と す る 。  

（ 定  義 ）  

第 ２ 条  こ の 条 例 に お け る 用 語 の 定 義 は 、 次 に 定 め る と こ ろ

に よ る 。  

（ １ ）  「 産 業 」 と は 、 農 林 漁 業 ・ 商 工 業 ・ 観 光 業 を い う 。 

（ ２ ）  「 就 業 」 と は 、 本 村 に お い て 、 永 住 又 は ５ 年 以 上 に

わ た っ て 産 業 に 従 事 し 、 か つ 本 村 の 住 民 基 本 台 帳 に

登 録 さ れ て い る こ と を い う 。  

（ ３ ）  「 新 規 就 業 者 」 と は 、 村 外 か ら 本 村 に 居 住 し て 産 業

の 経 営 に 必 要 な 用 地 、 施 設 等 を 取 得 又 は 賃 貸 借 契 約

に よ る 賃 貸 を 受 け て 新 た に 産 業 経 営 に よ っ て 自 立 し

よ う と す る 意 欲 と 能 力 を 有 す る と 認 め ら れ る 満 １ ８

歳 以 上 ６ １ 歳 以 下 の 者 を い う 。  

（ ４ ）  「 新 規 学 卒 就 業 者 」 と は 、 本 村 の 産 業 経 営 者 の 子 弟

で 学 校 教 育 法 （ 昭 和 2 2 年 法 律 第 2 6 号 ） に 基 づ く 学

校 、 専 修 学 校 、 各 種 学 校 並 び に 学 校 教 育 法 以 外 の 法

律 に 特 別 の 規 定 の あ る そ の 他 の 学 校 を 卒 業 、 終 了 又

は 中 退 （ 以 下 「 卒 業 」 と い う 。） し 、 そ の 卒 業 後 １ 年

以 内 に 本 村 に お い て 産 業 に 従 事 す る 者 を い う 。  

（ ５ ）  「 Ｕ タ ー ン 等 就 業 者 」 と は 、 村 内 外 に お い て 産 業 等

の 職 業 に 就 い て い た 者 で 、 現 に 産 業 を 営 ん で い る 者

の 子 弟 又 は 村 内 で 現 に 産 業 経 営 を し て い る 者 の も と

で 新 た に 産 業 に 従 事 し よ う と す る こ と と な っ た 満 １

８ 歳 以 上 ６ １ 歳 以 下 の 者 を い う 。  



 

（ ６ ）  「 産 業 就 業 者 」 と は 、 村 内 に お い て 既 に 産 業 に 従

事 し て い る 満 １ ８ 歳 以 上 ４ ０ 歳 以 下 の 者 を い う 。  

（ ７ ）  「 農 業 体 験 実 習 」 と は 、 農 業 及 び 農 村 へ の 理 解 を

深 め る た め 、  就 農 研 修 前 に 農 家 の 生 活 や 農 作 業 を

体 験 し 、就 農 の 可 否 を 判 断 す る こ と な ど を 目 的 と し

た １ ケ 月 以 上 １ 年 以 内 の 受 入 指 導 農 家 等 に お け る

実 習 を い う 。  

（ ８ ）  「 就 業 研 修 」 と は 、 農 業 、 漁 業 の 就 業 希 望 者 が 新

規 就 業 を 目 的 に 村 内 の 農 業 、漁 業 従 事 者 及 び 産 業 団

体 等 の 指 導 の 下 農 業 、漁 業 経 営 に 必 要 な 技 術 や 知 識 、

土 地 ･気 象 条 件 、 農 漁 家 の 生 活 、 地 域 と の 連 携 等 に

つ い て 習 得 す る １ 年 以 上 ２ 年 以 内 の 研 修 を い う 。  

２  前 項 各 号 に お い て 「 産 業 に 従 事 す る 」 と は 、 産 業 に 従 事

す る 日 数 が 年 間 １ ５ ０ 日 以 上 で あ り 、 ５ 年 以 上 産 業 に 従 事

す る こ と が 確 実 で あ る と 見 込 ま れ る 場 合 を い う 。  

（ 審 査 委 員 会 の 設 置 ）  

第 ３ 条  村 長 は 、こ の 条 例 の 迅 速 か つ 的 確 な 運 用 を 図 る た め 、

関 係 部 局 及 び 関 係 機 関 を も つ て 組 織 す る 審 査 委 員 会 を 設 け

る こ と が で き る 。  

（ 就 業 奨 励 金 ）  

第 ４ 条  村 長 は 、第 １ 条 の 目 的 を 達 成 す る た め 、新 規 就 業 者 、

新 規 学 卒 就 業 者 及 び Ｕ タ ー ン 等 就 業 者 の 決 定 を 受 け た 者 に

対 し て 、 次 に 定 め る と こ ろ に よ り 、 奨 励 金 を 交 付 す る 。   

（ １ ）   新 規 学 卒 就 業 者 及 び Ｕ タ ー ン 等 就 業 者 に つ い て は 、 

就 業 開 始 か ら １ 年 経 過 し た 時 点 で 、 第 ７ 条 に 定 め る

交 付 決 定 後 に ５ ０ 万 円 の 奨 励 金 を 交 付 す る 。  

（ ２ ）   新 規 就 業 者 に つ い て は 、 就 業 開 始 か ら １ 年 経 過 し

た 時 点 で 、 第 ７ 条 に 定 め る 交 付 決 定 後 に １ ０ ０ 万 円



の 奨 励 金 を 交 付 す る 。  

（ 支 援 事 業 及 び 支 援 金 ）  

第 ５ 条  村 長 は 、 新 規 就 業 者 、 新 規 学 卒 就 業 者 及 び Ｕ タ ー ン

等 就 業 者 並 び に 産 業 就 業 者 等 の 決 定 を 受 け た 者 に 対 し て 、

別 表 に 掲 げ る 支 援 事 業 を 行 い 、 支 援 金 を 交 付 す る も の と す

る 。  

（ 奨 励 金 及 び 支 援 金 の 申 請 ）  

第 ６ 条  奨 励 金 及 び 支 援 金 の 交 付 を 受 け よ う と す る 者 は 、 別

に 村 長 が 定 め る 関 係 書 類 を 添 え て 申 請 し な け れ ば な ら な い 。 

（ 奨 励 金 及 び 支 援 金 の 決 定 ）  

第 ７ 条  前 条 の 申 請 が あ っ た と き は 、 速 や か に 申 請 書 類 の 審

査 を 行 い 、 必 要 に 応 じ 第 ３ 条 の 規 定 に 基 づ く 審 査 委 員 会 を

開 き 、 交 付 の 可 否 を 決 定 し 申 請 者 に 通 知 し な け れ ば な ら な

い 。  

（ 奨 励 金 及 び 支 援 金 の 交 付 ）  

第 ８ 条  前 条 の 規 定 に よ り 、 交 付 を 決 定 し た と き は 、 速 や か

に 奨 励 金 及 び 支 援 金 の 交 付 を し な け れ ば な ら な い 。  

（ 禁 止 事 項 等 ）  

第 ９ 条  奨 励 金 及 び 支 援 金 の 交 付 の 決 定 を 受 け た 対 象 者 は 、

奨 励 金 及 び 支 援 金 を 受 け る 権 利 を 他 に 譲 渡 し 、 又 は 担 保 に

供 し て は な ら な い 。  

（ 交 付 の 制 限 ）  

第 １ ０ 条  第 ４ 条 及 び 第 ５ 条 に お い て 、 国 及 び 北 海 道 等 が 実

施 し て い る 新 規 就 業 者 対 策 事 業 等 、 同 種 の 支 援 を 受 け る こ

と が で き る 場 合 は 、 当 該 奨 励 金 及 び 支 援 金 は 交 付 し な い 。  

（ 奨 励 金 及 び 支 援 金 の 交 付 決 定 の 取 消 し ）  

第 １ １ 条  村 長 は 、 奨 励 金 及 び 支 援 金 の 交 付 を 決 定 さ れ た 対

象 者 が 次 の 各 号 の 一 に 該 当 す る と き は 、 規 則 の 定 め る と こ

ろ に よ り 奨 励 金 及 び 支 援 金 の 交 付 の 決 定 の 全 部 又 は 一 部 を



取 消 し 、 既 に 交 付 し た 奨 励 金 及 び 支 援 金 の 全 部 又 は 一 部 の

返 還 を 命 ず る こ と が で き る 。  

（ １ ）  農 用 地 、農 機 具 、船 舶 、住 宅 等 、就 業 用 設 備 及 び 備

品 、資 機 材 を 新 規 就 業 等 の た め の 用 途 以 外 に 供 し た と

き 。  

（ ２ ）   就 業 後 ５ 年 以 内 に 産 業 経 営 を 中 止 又 は 廃 止 し た と き 。 

（ ３ ） 虚 偽 そ の 他 不 正 行 為 に よ り 交 付 を 受 け た と 認 め ら れ  

る と き 。  

（ ４ ）   公 租 公 課 を 滞 納 し た と き 。  

（ ５ ）   こ の 条 例 の 条 件 に 違 反 し た と き 。  

（ ６ ）   そ の 他 村 長 が 不 適 当 と 認 め た と き 。  

２  村 長 は 前 項 の 規 定 に よ り 疑 義 が 生 じ た 場 合 、 交 付 を 受 け

た 者 の 就 業 状 況 な ど を 調 査 す る こ と が で き る 。  

（ 返 還 の 免 除 ）  

第 １ ２ 条  村 長 は 、 奨 励 金 及 び 支 援 金 の 交 付 を 受 け た 者 が 次

の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る こ と と な っ た 場 合 は 、 一 部 又

は 全 部 の 返 還 を 免 除 す る こ と が で き る 。  

（ １ ）  災 害 、疾 病 等 や む を 得 な い 理 由 に よ り 就 学 又 は 産 業

経 営 を 継 続 す る こ と が 困 難 に な つ た と き 。  

（ ２ ）  交 付 を 受 け た 者 が 死 亡 し た と き 。  

（ 委  任 ）  

第 １ ３ 条  こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め

る 。  

附  則  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 平 成 ２ ７ 年 ４ 月 １ 日

か ら 適 用 す る 。  

 （ 島 牧 村 後 継 者 育 成 条 例 の 廃 止 ）  

２   島 牧 村 後 継 者 育 成 条 例 （ 昭 和 ５ ２ 年 条 例 第 １ 号 ） は 、 廃



止 す る 。  

（ 経 過 措 置 ）  

３  こ の 条 例 は 、 平 成 ２ ７ 年 ４ 月 １ 日 以 降 の 支 援 対 象 者 に

適 用 し 、 同 日 前 に お け る 助 成 対 象 者 に つ い て は 、 な お 従

前 の 例 に よ る 。  

 

 

 


